
 

地球温暖化問題の核心 
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地球温暖化問題に対して、正しい理解を提示しているのは米国の共和党です。民主党は

ドイツの緑の党と同様に環境原理主義に陥り、経済が破綻してでも地球沸騰だけは避け

なければならないと言いました。地球沸騰が本当に正しいならば脱炭素は重要ですが、

これは極論であり完全に間違いだと考えます。地球沸騰シナリオでは気温が 15/ ℃上昇

したら地球は後戻りできない灼熱地獄に陥る。よって脱炭素は最重要課題である、と主

張しています。しかし、これは根拠のないサイエンスに基づく脅しです。 15/ ℃の気温

上昇でティッピングポイントを超えて地球が灼熱地獄まで暴走するなどありえません。

恐竜時代には 1 ℃も気温が高かったのに暴走など起きていないのです。なのに PCCC

は 15/ ℃で暴走すると言いました。これは検証できないモデル予測による脅しであり、

過去観測データにそんな根拠は見出せません。モデル予測は観測データとは異なる異質

なものであり、これを観測データと同等に扱うことは間違いです。 

温暖化の世界的問題の根幹に、気象学者がいます。気象学者は皆この 15/ ℃の嘘を知

っているのに、誰も声を挙げません。温暖化研究でたんまり研究費を貰っているので何

も言えないというなら、今すぐ研究者を辞めるべきです。言論の自由がない集団に成り

下がったのなら、もう学会として死んでいるのではないですか。今日の地球温暖化問題

の核心はこの 1点の嘘を専門家が否定しないことです。 

バイデンに同調した菅元総理以降、岸田元総理、石破総理の判断ミスと無能さの責任

は大きいです。エネルギー基本計画は脱炭素路線ですし、パリ協定を継続です。米国が

間違いに気づき路線変更しているのに、日本の対応は周回遅れも甚だしく、根本的に間

違えています。日本国民が世界の動きを正しく分析し、脱炭素の間違いを理解し、今す

ぐ 1/2兆円もの無駄な X 投資を撤廃すべきです。そしたら、エネルギー高騰が原因の

物価高で苦しむ国民は救われます。 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=E1_EIqU_c_0&t=781s

